
第２９回 京都市食の安全安心推進審議会 次第 

 
 

１ 日   時  令和２年３月２５日（水）午前１０時～午前１１時３０分 

２ 場   所  職員会館かもがわ 大多目的室 

３ 次   第 

（１）開 会 

（２）京都市挨拶 

（３）議   事 

    ア 最近の食品衛生行政の動向について 
 ・食品産業事業者の従業員に新型コロナウイルス感染者が発生し 

た時の対応及び事業継続に関する基本的なガイドライン 
・ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理に関する令和２年度の京都市の取組

について 
・京都市中央卸売市場第二市場においてと畜した牛の放射性セシウ 

ムに係る全頭検査の終了について 
    イ 令和２年度京都市食品衛生監視指導計画（案）について 
    ウ その他 
（４）閉   会 

 

配 付 資 料 

○【資料１】 食品産業事業者の従業員に新型コロナウイルス感染者が発生し 
た時の対応及び事業継続に関する基本的なガイドライン 

○【資料２】 ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理に関する令和２年度の京都市の取組について 
○【資料３】 京都市中央卸売市場第二市場においてと畜した牛のセシウムに 

係る全頭検査の終了について 
○【資料４】 令和２年度京都市食品衛生監視指導計画（素案）に係る市民意見募 

集の結果について 
○【資料５】 令和２年度京都市食品衛生監視指導計画（案） 
○【参考資料】ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の制度化 
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HACCPに沿った衛生管理に関する令和２年度の京都市の取組について

【郵送周知】＜既存 約４０,０００施設＞
○送付物：改正法周知，導入方法案内（ホームページ，手引書ダウンロード先，相談窓口）

※新規申請施設（約４,０００件見込み）は相談時，申請受付時，現場調査時等に個別で導入指導実施）

(内訳)

○飲食店営業等

【約26,400件】

〇製造業

【約5,200件】

○販売業

【約8,000件】

＜全業種共通＞

・ホームページで導入手順等を掲載

・窓口や通常監視立入時に，業種別

手引書の「様式及び記入例」を提供

＜飲食店営業等＞

・ホームページで衛生管理計画及び記録作成方法等

の動画を配信

・業種別手引書の解説説明会を開催

（区役所等：１１行政区×１回）

（大規模講習会：４ブロック×１回）

＜販売業，製造業＞
・事業者団体等を通じて制度の周知を依頼

・講師派遣型出張講習会（事業者団体等からの要請

による）

※小規模な事業者等とは
●食品を製造し，又は加工する営業者であって，食品を

製造し，又は加工する施設に併設され，又は隣接した

店舗においてその施設で製造し，又は加工した食品の

全部又は大部分を小売販売するもの

（例：菓子の販売製造，食肉の販売 等）

●飲食店営業又は喫茶店営業を行う者その他の食品を調理

する営業者

（例：そうざい製造業，パン製造業，学校・病院等の

営業以外の給食施設，調理機能付き自動販売機 等）

●容器包装に入れられ，又は容器包装で包まれた食品

のみを貯蔵し，運搬し，又は販売する営業者

●食品を分割し，容器包装に入れ，又は容器包装で包み

小売販売する営業者

（例：八百屋，コーヒーの量り売り 等）

●食品を製造し，加工し，貯蔵し，販売し，又は処理する

営業を行う者のうち，食品等の取扱いに従事する者の

数が５０人未満である小規模事業場に係る営業者

市内の食品等事業者・・・ほぼ全てが「小規模な事業者等」に該当

導入支援

資料２



京都市中央卸売市場第二市場においてと畜した牛の 

放射性セシウムに係る全頭検査の終了について 

 
１ 趣旨 

  令和２年３月３１日をもって京都市中央卸売市場第二市場においてと畜した

牛の放射性セシウムに係る全頭検査を終了する。 
 
２ 背景 

 ⑴ 全国的に平成２５年以降，基準値を超える牛肉は確認されていない。 

 ⑵ また，本市においても,平成２３年の検査開始から現在まで基準値を超える

牛肉は確認されていない。 

 ⑶ 平成３１年３月には，岩手県，宮城県，福島県（帰還困難区域を除く。），栃

木県において，牛肉の出荷制限が解除され，解除後も引き続き適切な飼料管理，

飼養管理を徹底することにより，安全な畜産物しか出荷されない体制が維持さ

れている。 

 ⑷ このような状況を鑑み，一部の県を除き全国的に行われてきた放射能検査は，

令和２年４月から全国一斉に終了する予定である（別紙参照）。 

 
３ 検査実績（牛肉） 

 ⑴ 京都市（平成２３年～令和２年２月末） 
検査件数 ９２，３９０ 
検査結果 全て基準値以内 

 ⑵ 全国（平成２３年～平成３０年）※ 

(Bq/kg) H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

50 以下 98.92% 99,98% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 

50 超 100 以下 0.77% 0.01% 0.003% 0% 0% 0.001% 0% 0% 

100 超 0.31% 0.003% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 

検査点数 84,166 186,702 244,109 235,063 273,647 261,226 254,964 255,832 

※ 農林水産省ホームページより引用 
 
 
 
 
 
 
 
 

【合計 1,795,709】 
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令和２年度京都市食品衛生監視指導計画（案）に係る 

市民意見募集の結果について 

 

 「令和２年度京都市食品衛生監視指導計画」（案）に対する市民意見募集を，下記のと

おり実施し，皆様から多数御意見をお寄せいただきました。いただいた御意見に対する

京都市の考え方をとりまとめましたので，公表します。 

 貴重な御意見をお寄せいただいた皆様に御礼申し上げます。 

 
１ 実施期間 

  令和２年１月２７日(月)から２月２８日(金)まで 
 

２ 周知方法 

  意見募集用のリーフレットを市役所，各区役所・支所，医療衛生センター， 

 各医療衛生コーナー，衛生環境研究所，図書館などにて配布 

  また，ホームページにも掲載 
 

３ 意見提出方法 

郵送，ＦＡＸ，電子メール，京都市ホームページの意見募集フォームなど。 
 
４ 募集結果 
  １３名の方と２団体から３６件の意見が得られた。 
  なお，上記１３名の方の構成比と全意見の内訳については次のとおり。 

 
 ⑴ 年齢別件数 

  20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代以上 合計 

男性 ０ １ ２ ２ ０ ０ ５ 
女性 １ ３ ２ ２ ０ ０ ８ 

 
 ⑵ 居住地等区分別件数 

京都市在住 京都市内に通勤・通学 その他 合計 
１２ １ ０ １３ 

 
 ⑶ 項目別（意見数） 

項  目 意見数 
１ 計画全般について １ 

２ 計画の特色について １８ 

   食品等事業者による自主的な衛生管理の推進 ６ 

⑵ 効率的・効果的な監視や検査の実施 ５ 
⑶ 京の食文化を支える食品の安全・安心の確保 ３ 
⑷ 健康危機事案発生時の迅速かつ柔軟な対応 １ 
⑸ リスクコミュニケーションの推進 ３ 

３ 計画の各取組について １２ 

 

⑴ 監視指導の実施 ６ 

⑵ 食品等の試験検査の実施 ３ 

⑶ リスクコミュニケーションの推進 ２ 

⑷ その他 １ 

４ その他御意見 ５ 

合  計 ３６ 

資料４
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５ 主な御意見と京都市の考え方 
   計画全般について              

意見の要旨 京都市の考え方 

よくまとまっており，イラストも散りばめ

られていて良いと思う。 
本市食品衛生行政について，御理解いただき

ありがとうございます。 

 本市では，食の安全安心に関する様々な問題

に的確に対応するため，観光都市である本市の

地域特性や社会情勢を踏まえ，本計画に基づき，

飲食店等の施設に対する監視指導や流通食品の

検査等，各取組を着実に実施し，食の安全安心の

確保に努めてまいります。 

 今後も，イラストやイメージ図等を用いた，わ

かりやすい情報発信に努めてまいります。 

 
   計画の特色について 

意見の要旨 京都市の考え方 

① 食品等事業者による自主的な衛生管理の推進 
 食品事業者の自主的な衛生管理を推進す

ること自体は賛成だが，ＨＡＣＣＰについ

て保健所の助言や協力をお願いしたい。 

ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理は，規模（従事者

５０人未満）や業種（飲食店等）等を要件とした，

一定の営業者（以下「小規模な事業者等」とい

う。）については，ＨＡＣＣＰそのものではなく，

各業界団体が作成する手引書に沿った，簡易な

方法による衛生管理が可能とされています。 
市内の食品等事業者は，ほぼ全てが小規模な

事業者等に該当し，業界団体に属していない事

業者もいることから，令和２年度中に市内の食

品等事業者に対し，郵送により改正法の周知及

び導入方法の案内文書を送付することとしてい

ます。 
また，本市ホームページにおいても導入のた

めの資料等を掲載するとともに，講習会の開催

や，監視指導における対面での説明等を通して，

事業者自らがＨＡＣＣＰに沿った衛生管理を導

入できるよう，必要な支援を実施します。 

ＨＡＣＣＰについて，全ての食品事業者

が対象とあるが，1 人で営業しているよう

な個人経営の店などでは，記録などするこ

とができるのか疑問を感じた。大手チェー

ン店ならば可能かもしれないが，こうした

小規模な店はたくさんあると思うので，特

例基準などを設ける方が良いと思う。 

知り合いの飲食店経営者と話をしたとこ

ろ，ＨＡＣＣＰという言葉も知らなかった。

関係団体に加入している事業者は，支援を

受けやすいと思うが，未加入の事業者等は，

法改正すら知らないことが多いと思われ

る。ＨＡＣＣＰ導入にあたり，関係団体と

の連携は不可欠だが，団体に属さない事業

者へも周知や支援が必要だと思う。 

ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理について，

とりわけ小規模事業者等に対しての導入支

援の困難が予想されます。認可，認定では

なく事業者や業界団体の自主的な取り組み

として行われる以上曖昧さが残り，思うよ

うな効果が得られない心配があります。衛

生管理の質の向上を図るのであれば，一定

のセルフチェック項目を定め，どこまで出

来ているかの申告制（強制力を持たせる持

たせないは別）にして，どれだけの事業者

がどこまで到達しているか？など把握をし

た上で到達度に応じた支援を実施する事を

求めます。 

 小規模な事業者が実施する「ＨＡＣＣＰの考

え方を取り入れた衛生管理」については，業界団

体の作成する業種別手引書を利用した，衛生管

理計画の作成と記録等の実施が認められていま

す。市内の食品等事業者は，ほぼ全てが小規模な

事業者に該当することから，まずは手引書を参

考に衛生管理を実施し，その検証を行うことに

より，原材料や製造工程，施設の状況等に応じて

手引書に記載されている内容を適宜修正して，

衛生管理を実施することを指導してまいりま

す。 
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意見の要旨 京都市の考え方 

ＨＡＣＣＰ方式による衛生管理の導入支

援について，国内においても制度化される

ことになりました。そのことを踏まえて導

入支援事業を具体的な手立てを含め，事業

者団体と連携していくことが不可欠です。

効率的・効果的にすすめていくためにも，

取り組みの内容が消費者に見える形で実施

されることを要望します。 

「ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理」の実施主体

は食品等事業者の皆様になることから，本市で

は，業界団体の皆様とも連携を図りつつ，施設へ

の監視指導や講習会の開催等，必要な支援を行

うことにより，食品等事業者の皆様の取組の後

押しを図ってまいります。 

消費者の皆様への「見える化」につきまして

は，国が，店舗のよく見える場所に衛生管理計画

の写しを掲示することを例示している他，どの

ような対応が可能か検討することとしており，

引き続き動向を注視してまいります。 

食中毒が心配なので，事業者には法律を

しっかり守らせて欲しい。 

食品等事業者におけるＨＡＣＣＰに沿った衛

生管理の実施状況については，営業許可の更新

時や通常の定期立入等の際に確認することとな

ります。令和２年度においては，過去の食中毒・

違反の発生状況や，食中毒のリスクが高い施設

等，総合的に勘案したうえで，年間を通じ，効率

的・効果的な施設への監視を実施し，法律の遵守

を指導してまいります。 

② 効率的・効果的な監視や検査の実施 
 カンピロバクターによる食中毒の対策と

して，特に患者の多い若年層への啓発につ

いて，核家族化が進み，「鶏肉の加熱不足を

食さない」ことを家庭で教育することが期

待できなくなってきている現在，小中学校

からの教育現場での指導，また，保護者向

けの「加熱不十分の鶏肉，特に若年層が食

べると危険」と言った啓発が有効ではない

かと考えます。ＳＮＳでの情報発信では，

フェイスブックやツイッターよりも若者

は，ラインやインスタグラムを活用してい

るため，かわいいオリジナルラインスタン

プを活用したキャンペーンを行うなどし，

京都市からの若者に向けた有益な情報提供

を実施していけば良いと思います。 

カンピロバクターによる食中毒対策について

は，飲食店等施設において，科学的根拠に基づく

監視指導を実施するとともに，特に患者の多い

若年層への啓発を重点的に行うこととします。 
また，市民の皆様への啓発にあたっては，講習

会やＳＮＳ等，より効果的な情報発信が実施で

きるよう努めてまいります。 

リスクに応じた収去（抜取り）検査等の

実施やカンピロバクターやノロウイルスを

はじめとする食中毒予防対策（特にカンピ

ロバクター患者の多い若年層への啓発），京

の食文化を支える食品の安全・安心の確保

を図られることに賛成します。 

ただし，どの時期にどのように検査や啓

発をされるのか広報を強めて頂くととも

に，実施された結果について「見える化」

を図って頂くことを要望します。 

本市食品衛生行政について，御理解いただき

ありがとうございます。 
本監視指導計画は，毎年度，食品衛生法に基づ

き，３月末までに公表するとともに，計画に基づ

く収去（抜取り）検査や啓発の実施結果について

は，翌年度の６月末までに公表しております。 
なお，監視や収去（抜取り）検査等により違反

が判明し，危害拡大の恐れがある場合には，本市

ホームページでの公表や報道機関への情報提供

等を通じ速やかに公表してまいります。 
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意見の要旨 京都市の考え方 

カンピロバクターやノロウイルスの食中

毒が多いので，対策をしっかり取って欲し

い。 
  

※同様の意見が 1 件 

カンピロバクターによる食中毒は，鶏肉の生

食や加熱不足が原因であることが多いため，飲

食店等における鶏肉の収去（抜取り）検査を実施

し，事業者に対して科学的根拠に基づいた監視

指導を実施してまいります。 
また，ノロウイルス食中毒対策として，ノロウ

イルス食中毒が流行しやすい冬季に飲食店の重

点監視を実施し，効率的・効果的な監視指導を実

施してまいります。 

食の安全について，事業者の衛生管理が

徹底できているか，しっかり監視して欲し

い。 

 食品等事業者に対する監視指導については，

過去の食中毒・違反の発生状況や，食中毒のリス

クが高い施設等，総合的に勘案したうえで，年間

を通じ，効率的・効果的な監視を実施してまいり

ます。 

③ 京の食文化を支える食品の迅速かつ柔軟な対応 
 和食・和菓子等の安全・安心を図るため，

検査をしっかりして欲しい。 
 

 ※同様の意見が１件 

「京の食文化」を支える食品（和食・和菓子等）

については，市民の皆様のみならず，京都を訪れ

る観光客の皆様にも親しまれており，広く喫食

されていること等から，観光都市である本市の

地域特性を踏まえ，重点的に収去（抜取り）検査

を実施し，安全安心の確保に努めてきたところ

です。 
 令和２年度につきましても，本計画に掲げる

各取組を着実に実施し，京の食文化の安全安心

の確保に努めてまいります。 

この項目を他の安全・安心の確保と分け

て考える意味がよくわからない。「京の食文

化」と言うカテゴリーで他にはない安全確

保の困難性や注意点があるのであれば，そ

こを重視すべきであるが，計画からは読み

取れません。 

④ 健康危機事案発生時の迅速かつ柔軟な対応 

  広域的な食中毒事案が発生した場合など

の広域連携は大変有効だと思います。年に

１度，定例でも開催されると聞きましたが，

有効性を高めるためには，日常的なコミュ

ニケーションが重要です。災害時の対応窓

口なども含め，いざと言う時の対応のため

に日常的な情報交換を求めます。 

本市食品衛生行政に御理解いただきありがと

うございます。 
広域的な食中毒事案発生時に適切に対応でき

るよう，近畿府県市の自治体を構成員とする「広

域連携協議会」において，必要な情報交換を行っ

てまいります。 
 併せて，本市では，平常時から緊急管理体制を

整備し，食中毒発生時や違反発見時等の非常時

には，全市で１つの拠点に集約化した医療衛生

センターのスケールメリットを活かした，迅速

かつ柔軟な対応を図ってまいります。 
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意見の要旨 京都市の考え方 

⑤ リスクコミュニケーションの推進 
 食の安全に興味があり，食品工場見学会

に参加して，事業者の取組みを知ってみた

い。 

本市食品衛生行政について，御理解いただき

ありがとうございます。 
食の安全安心を確保するためには，行政や食

品等事業者の取組のみならず，市民の皆様にも

必要な知識を持っていただき，その重要性につ

いて理解を深めていただくことが必要であると

考えております。 
そのため，本市では，リスクコミュニケーショ

ンを効果的に実施するため，講習形式に加え，

「食品工場見学会」や「体験型手洗い講習会」の

ような参加者が体験学習を通じ，相互に意見を

発言しあう「参加型」のリスクコミュニケーショ

ン事業を進めているところです。 
なお，事業の企画に当たっては，対象や目的等

を踏まえ，よりきめ細かく，効果的に実施できる

よう，周知方法や時期等について配慮してまい

ります。 

そもそも「リスクコミュニケーション」

とは，リスクについて関係主体間で共有し，

相互に意思疎通を図ることを言います。「参

加型リスクコミュニケーション」の説明に

違和感があります。内容については，手洗

いチェッカーを活用した手洗い講習会な

ど，効果的な取り組みだと思います。さら

に多くの市民や，商店など小規模な事業者

にも体験してもらうと良いかもしれませ

ん。 

食品の安全性確保に向けた行政や食品等

事業者の取り組みについて，ホームページ，

市民しんぶん，ＳＮＳ等を用いて積極的に

情報発信し，市民が自ら食品の安全性につ

いて考え，理解を深める機会を充実させる

ことに賛成です。市民向けと食品等事業者

向けの講習会や意見交換会の開催につい

て，きめ細かく実施して頂くことを要望し

ます。 
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   計画の各取組について 
意見の要旨 京都市の考え方 

① 監視指導の実施 

 監視の際には，衛生管理の取組みの参考と

なるものを示してほしい。 

小規模な事業者等が取り組む「簡易な方法

による衛生管理」については，各業界団体が

作成する手引書に沿った衛生管理が可能と

されています。 

本市においては，令和２年度中に市内の食

品等事業者に対し，郵送により改正法の周知

及び導入方法の案内文書の送付を予定して

います。あわせて，本市ホームページにおい

ても導入のための資料等を掲載するととも

に，講習会の開催や，監視指導における対面

での説明等を通して，事業者自らがＨＡＣＣ

Ｐに沿った衛生管理を導入できるよう，必要

な支援を実施してまいります。 

食中毒などの事故防止の観点から，大規模

施設への重点監視は大事だと思うが，ＨＡＣ

ＣＰ導入にあたっては，小規模な事業者や関

係団体未加入の事業者等への指導も必要であ

ると思う。 

ＳＮＳ等の発信型普及啓発も必要だが，そ

れらに馴染みがない高齢者やＳＮＳを利用し

ない事業者については，行政による丁寧な指

導を実施して欲しい。 

健康危機管理業務を担う医療衛生センター

を信用しているので，今後も監視指導を徹底

して欲しい。 

食の安全安心を確保するためには，食品等

事業者自らが，自覚と責任感を持って安全な

食品を供給することが重要であり，「食品衛

生法」や「京都市食品等の安全性及び安心な

食生活の確保に関する条例」において，食品

等事業者の責務を規定し，食品の安全性を確

保するために必要な措置を適切に講じるよ

う，引き続き指導してまいります。 

祭りなどの露店で，素手で商品を扱ってお

り，不衛生に感じました。しっかり指導して欲

しい。 

子ども食堂等の善意の活動を行っている事

業者に対し，食中毒事件により活動が下火に

ならないよう，衛生管理についてしっかり監

視して欲しい。 

いわゆる「子ども食堂」については，関係

部局と連携を図り，リーフレット等を活用

した食品衛生に関する必要な知識の普及啓

発を行うとともに，規模や形態等に応じた

適切な指導を実施してまいります。 

大量の調理がなされる集団給食施設や宿泊

施設等，大規模な食中毒が発生する可能性が

高い施設に対し，重点的に監視指導されるこ

とに賛成です。ただし，どの時期にどのような

監視指導をされるのか広報を強めて頂くとと

もに，実施された結果について「見える化」を

図って頂くことを要望します。 

本市食品衛生行政に御理解いただきあり

がとうございます。 
収去（抜取り）検査や啓発の実施結果につ

いては，監視指導結果として，食品衛生法に

基づき，翌６月末までに公表しております。 
なお，監視や収去（抜取り）検査等により

違反が判明し，危害拡大の恐れがある場合

には，本市ホームページでの公表や報道機

関への情報提供等を通じ速やかに公表して

まいります。 
② 食品等の試験検査の実施 

 食品検査をしっかり実施してほしい。 
 

※同様の意見が１件 
市内で製造又は流通する食品等の安全性

を確保するため，食品ごとの健康被害のリ

スクや過去の違反等の発生状況等を勘案

し，効率的かつ効果的な収去（抜取り）検査

を実施してまいります。 
子どもが卵アレルギーをもっているため，

とても不安がある。アレルギーに関する検査

を重点的に行って欲しい。 
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意見の要旨 京都市の考え方 

③ リスクコミュニケーションの推進 
 大学生などの若者の間では，生肉などに

対して抵抗感がなく，みんなが食べている

から大丈夫だと考えているものは少なく

ないと思う。家庭での教育にも限界がある

ため，大学等での教育にももっと力を入れ

ていただきたい。 

カンピロバクターをはじめとする生肉や加熱

不十分な食肉に起因する食中毒対策について

は，飲食店等施設において，科学的根拠に基づ

く監視指導を実施するほか，特に患者の多い若

年層への啓発を重点的に行うこととし，大学生

向け講習会やＳＮＳ等，より効果的な情報発信

が実施できるよう努めてまいります。 
食の安全安心に関する情報発信をしっ

かりして欲しい。 

 その他 

 改正された食品衛生法の周知につい

て，食品衛生法が改正され，ＨＡＣＣＰ

に沿った衛生管理の制度化や営業許可制

度の見直し等がおこなわれることになり

ました。改正法の内容を周知していくた

めに，施設への監視指導時はもちろんの

こと，講習会での案内やホームページ，

市民しんぶん，ＳＮＳ等を活用した広報

等，きめ細かく実施して浸透を図ってい

ただくことを要望します。 

令和２年度においては，市内の食品等事業者

に対し，郵送により改正法の周知及び導入方法

の案内文書を送付することとしています。 
また，本市ホームページにおいても，導入の

ための資料等を掲載するとともに，講習会の開

催や，監視指導における対面での説明等を通し

て，事業者自らがＨＡＣＣＰに沿った衛生管理

を導入できるよう，必要な支援を実施してまい

ります。 

 
 
 
   その他御意見 

意見の要旨 京都市の考え方 

食品衛生の講習会を開催してほしい。  令和２年度においては，食品等事業者自らが
実施する「ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理」の導
入推進を図るため，市内で特に施設数の多い飲
食店事業者を対象とした講習会の開催を予定
しております。 
 また，本市では，食品等事業者の皆様や市民
の皆様からの御要望に応じて，食品衛生講習会
への講師派遣を行っております。 

食品工場見学や体験型手洗い講習会の実施

などとありますが，実際に体験してみて初め

て理解できることがあるため，ぜひ続けて欲

しい。 

食品工場見学会などの市民の皆様が参加い
ただける事業については，食品事業者の皆様の
自主的な衛生管理の取組について市民の皆様
に理解を深めていただくことができる，重要な
取組の一つと考えております。 

令和２年度においても，様々な立場や年齢層
の方々に御参加いただけるよう，食品等事業者
の皆様の協力も得ながら，開催日等を工夫して
進めてまいります。 
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意見の要旨 京都市の考え方 

法律が変わり，転換期を迎えている中，大変

な時期だと思われるが，頑張って欲しい。 

本市食品衛生行政について，御理解いただき
ありがとうございます。 

令和２年度においては，改正法の施行に向け
た国の動向を注視するとともに，食品等事業者
自らが実施するＨＡＣＣＰに沿った衛生管理
の導入推進について，施設への監視指導や講習
会等の機会を活用し，周知を徹底してまいりま
す。 

おあがリスについて，せっかく可愛いキャ

ラクターなので，もっと宣伝した方がよい。 

おあがリスは，市民の皆様に，より一層食の
安全安心施策に関心を持っていただくため，食
の安全安心情報の発信媒体となるよう，平成 
２５年に作成いたしました。 

今後も，市民の皆様や観光旅行者の皆様に食
の安全安心情報を発信する際は，積極的に活用
し，より親しみをもっていただけるよう，努め
てまいります。 

広域連携協議会との連携，特に京都府と京

都市とが緊密に連携をして共に成果をだされ

ることを期待します。 

 

本市では，健康危機事案発生時において，全
市で一つの拠点に集約化した医療衛生センタ
ーのスケールメリットを活かした，迅速かつ柔
軟な対応を行うことを図ります。 

同時に，京都府を含めた，複数の自治体が関
連する広域的な事案につきましても，国や関係
自治体で早期の調査方針の共有や情報交換を
行い，効果的な原因調査及び適切な情報発信等
を図ってまいります。 

 


